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性犯罪は許さない！

男女の賃金格差の開示はじまる

国連女性差別選択議定書
の早期批准を

だれもが
自分らしく生きら
れる社会へ

参院選政策

ジェンダー平等社会へ
ともに前進しよう

女性の多くは
非正規労働者

ケア労働者の
待遇改善を

自由な
時間が
欲しい

意思決定の場に女性を 本気でジェンダー平等に
取り組む政治を

選択的夫婦別姓制度、
同性婚の早期実現へ、
みなさんとともに
がんばります！

痴漢ゼロへ！

日本共産党は賃金格差の
是正に取り組みます

男性 女性

569万円 ＞ 316万円
国税庁・民間給写実態続計2024年9月発表

国会議員（衆議院議員）の比率
すべて国民は、法の下に平等であって、
人種、信条、性別、社会的身分又は門地
によって、差別されない（意法第14条）日本のジェンダーギャップ指数・2025年

政治分野は148か国中125位
クオーター制の導入をめざします

2024年 9.7%
沖縄をはじめ全国で、性暴力事
件がくりかえされています。
米軍犯罪の根本にある日米地
位協定の見直しを求めます

国会で共産党議員が
とりあげて、刑法改正で
「不同意性交等罪」が
実現しました。

今の日本には、私たちを息苦しくさせる社会からの押し付けがたくさんあ
ります。結婚すべきとか、子どもを産むべきとか、家事をちゃんとやれな
きゃとか。そんな生きづらさの背後には、ジェンダー平等に背をむける
自民党政治があります。男女賃金格差が生涯賃金で1億円にもなること、
選択的夫婦別姓さえいまだに実現されていないこと。どれも政治の責任です。
財界いいなりに女性を安上がりの労働力として使い、
古い「家制度」の価値観にしがみつく。そんな政治を
変えましょう。私が私らしく生きられる社会のために、
力をあわせましょう。

年収をくらべると

日本共産党は綱領に「ジェンダー平等」を掲げています


